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高速増殖原型炉もんじゅの炉内中継装置落下に係る状況について 

 

 

高速増殖原型炉もんじゅは、燃料交換作業の片付け作業中に発生した炉内中

継装置の落下について原因調査等を進めております。 

 

炉内中継装置について、原子炉容器からの引抜き作業を中断し、その状況を

把握するため、炉内の観察等具体的な方策などを検討してきております。また、

炉内中継装置引抜きについては、炉内中継装置の観察、炉内中継装置案内管の

接続部近傍の状況に関する解析による評価により、総合的な評価・判断を行っ

ていく計画です。その一環として、明後日より、炉内中継装置の接続部近傍に

ついての内面からの観察＊１を行うための装置などの据付・調整などの作業を進

めてまいります。 

また、予備孔を利用した炉内中継装置外面からの観察方策、炉内中継装置本

体の引抜き作業についても平行して検討を進めています。 

 

＊１：接続部近傍の内面観察では、内側案内管の上部のギャップ等を観察する 

 

添付資料：炉内中継装置の接続部の内面からの観察について 
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炉内中継装置の内面からの観察について

観察などの確認結果を踏
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 を行い、炉内中継装置本
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 慎重に対応していく
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炉内中継装置引抜き作業の中断 参考（１０月１９日資料抜粋）

落下防止対策を行った原

 子炉機器輸送ケーシング

 を用いて、１０月１３日に

 炉内中継装置の引抜き作

 業を実施。

約2.3ｍ程度引き上げた時点で

 吊り荷重が増加（約３．７tの初

 期荷重に対し警報設定値４．８ｔ

 まで増加）することから引抜くこ

 とができず、作業を中断。

これまでの検討状況から、何らかの原因で、炉内中継装

 置案内管接続部近傍が、しゃへいプラグの孔に差し込ん

 でいる燃料出入孔スリーブの最下端部の狭隘になって

 いる箇所＊と干渉している可能性があると考えている。

 *片側2.5ｍｍの隙間
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案内管接続部

回転ラック用の駆動軸
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